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①日本医師会の署名活動
　タバコ産業が集めた「分煙を容認せよ」という
110万筆の署名に対抗するべく、日本医師会をは
じめ四師会による「受動喫煙防止対策を強化･実現
するための署名」が行われていました。本医師会の
各会員にも署名の協力要請が行われておりました
し（本誌８月号31ページ理事
会報告）、産業医科大学でも
病院長から各部署・講座に協
力要請が行われました。もち
ろん、私も自分が所属する研
究室・研究所、親族・縁者、嘱
託産業医をしている企業か
らいただいた署名を医師会
に送りました。特に、博多の
嘱託産業医先の某社からは
424人も協力していただきま
した。
　8月10日、264万3023筆もの
署名を加藤勝信厚生労働大
臣に要望書とともに提出さ
れたことが日本医師会の
ホームページに紹介されて
います。

　大臣が交代すると首相か
ら指示書が出されます。安倍
晋三首相から加藤大臣に出
された指示書には「受動喫煙

防止対策の強化」が入っているとのこと。塩崎恭久
前厚生労働大臣のように「国民の健康を守る」とい
う断固たる姿勢を加藤大臣にも期待しています。
また、そのことをすべての医療関係者が継続して
訴えていかねばならないと思います。

シ リ ー ズ 企 画

オリンピックと屋内全面禁煙法・条例（その36）
・受動喫煙防止対策強化に署名264万筆
・あなたとそばにいる人のため、禁煙は愛
�  
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四師会代表から加藤大臣に手渡された要望書（日本医師会ホームページより）
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②日本医師会の小冊子「あなたのため、そばにいる
人のため、禁煙は愛」を活用しよう
　日本医師会のホームページ、署名のお礼の下か
ら16ページの小冊子がダウンロードできるよう
になっています。目次を以下に紹介します。
・�日本はたばこ対策の発展途上国？
・�たばこを吸うと寿命が8～ 10年短くなる？
・�誰かのたばこの煙を吸うだけで喫煙者と同様の
リスクがあります
・�受動喫煙をなくすためには、100％禁煙だけが
唯一の対策
・�やめたくてもやめられない喫煙は「ニコチン依
存症」という病気です
・�医療機関でなら比較的楽に、より確実に禁煙で
きます
・�薬とカウンセリングの両輪で禁煙を成功させま
す
　特に、このシリーズ企画に関わりのある受動喫
煙防止対策については、分かりやすいイラストで
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四師会から加藤大臣に提出された要望書
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以下のように解説されており、
・�受動喫煙をなくすためには、
100％禁煙だけが唯一の対策
・�分煙しても完全にはたばこの煙
の被害はなくなりません
・�ホテルや飲食店の従業員もリス
クを負って働いています
　2020年東京オリンピック・パラ
リンピックまでに全面禁煙が必要
であることが解説されています。

　「神奈川県公共的施設における
受動喫煙防止条例」が成立したと
きの県会議員さんから「地元の有
権者から来た要望書には必ず目を
通す。同じ趣旨の要望が複数来た
場合、その解決を考えざるを得な
い」と言われていました。
　秋の臨時国会にむけて私たちに
できることは、この小冊子を印刷
し、「従業員の健康のために全面禁
煙」「子どもたちの健康のために屋
内禁煙」「きれいな空気でおもてな
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」などのメッセージを添えて地
元の国会議員、禁煙化に反対して
いる国会議員に郵送することだと
思います。

日本医師会の小冊子


